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10
月
29
日
、
町
国
際
交
流
事
業
実

行
委
員
会(

吉
村
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
会

長)

に
よ
る
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ウ
ォ
ー

ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
オ
バ
ケ
、
ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム
な
ど

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
仮
装
し
た
参
加

者
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
分
か
れ
、

中
央
公
民
館
の
く
っ
つ
ロ
グ
を
ス
タ

ー
ト
し
旧
商
工
会
跡
地
の
ゴ
ー
ル
を

目
指
し
ま
し
た
。
途
中
３
カ
所
に
あ

る
チ
ェッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
は｢

ト
リ
ッ

ク
オ
ア
ト
リ
ー
ト｣

と
言
っ
て
、
お
菓

子
や
グ
ッ
ズ
を
も
ら
い
ま
し
た
。

お菓子をくれなきゃいたずらするぞ
ハロウィンウォークin高千穂2023

　
10
月
28
日
、
旧
商
工
会
跡
地
の
活

用
を
検
討
し
て
い
る｢

サ
イ
ト
み
た

い
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

に
お

い
て
、
実
証
実
験
と
な
る
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
ラ
イ
ブ
や
○×

ゲ
ー

ム
な
ど
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
建
設

業
協
会
青
年
部
な
ど
に
よ
る
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
、
人
気
飲
食
店
や
高
千
穂

高
校
生
徒
な
ど
が
出
店
。
フ
ィ
ナ
ー

レ
で
は
、
高
千
穂
高
校
神
楽
保
存
会

に
よ
る
神
楽
が
舞
わ
れ
る
な
ど
、
楽

し
い
秋
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

旧商工会跡地の活用方法を検討
サイトみたいのしてみたイベント

　
10
月
21
日
、
西
臼
杵
広
域
行
政
事

務
組
合
消
防
本
部(

日
髙
一
昭
消
防

長)

が
、
バ
ス
同
士
が
正
面
衝
突
を

し
、
24
名
の
負
傷
者
が
発
生
し
た
対

応
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
訓

練
は
、
警
察
、
病
院
な
ど
約
1
6
0

人
が
参
加
す
る
大
規
模
な
合
同
訓
練

で
、
現
場
で
指
揮
所
を
立
ち
上
げ
、

救
出
や
ト
リ
ア
ー
ジ
に
よ
る
的
確
な

処
置
や
搬
送
な
ど
を
実
施
。
県
立
延

岡
病
院
の
ド
ク
タ
ー
カ
ー
や
防
災
ヘ

リ
あ
お
ぞ
ら
へ
の
応
援
要
請
な
ど
、

各
機
関
と
の
連
携
を
図
り
ま
し
た
。

消防・警察・医療機関の連携強化
多数傷病者発生を想定した合同訓練

　
10
月
20
日
、
西
臼
杵
広
域
行
政
事

務
組
合
消
防
本
部(

日
髙
一
昭
消
防

長)

で
、
消
防
長
査
閲
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
例
年
、第
一
〜
三
係
そ
れ
ぞ
れ
が
、

火
災
や
救
助
現
場
で
の
活
動
を
想
定

し
た
訓
練
を
展
示
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
は
、
延
焼
防
止
等
の
消
火

活
動
、
屋
内
進
入
、
要
救
助
者
発
見

に
よ
る
救
助
活
動
と
し
て
、
消
防
長

が
指
示
。
各
係
に
お
い
て
想
定
さ
れ

る
事
象
に
つ
い
て
訓
練
し
た
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。

日頃の訓練や取り組みの成果を展示
消防長査閲訓練を実施

　
10
月
16
日
、
株
式
会
社
ケ
ー
ブ
ル

メ
デ
ィ
ア
ワ
イ
ワ
イ(

末
次
稔
代
表
取

締
役
社
長
／
本
社
・
延
岡
市)

か
ら
、

町
政
発
展
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、

町
へ
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
で
は
、
枦
山
慎
二
代
表
取

締
役
専
務
か
ら
町
長
へ
目
録
が
手
渡

さ
れ
、
枦
山
専
務
は｢

地
域
の
方
に

支
え
ら
れ
て
い
る
。
少
し
で
も
地
域

に
貢
献
で
き
れ
ば｣

と
あ
い
さ
つ
。

町
長
は｢
毎
回
の
行
事
取
材
に
感
謝
。

情
報
発
信
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す｣

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

は
ぜ
や
ま　

  

し
ん
じ

す
え
つ
ぐ 

み
の
る

地域社会に貢献する
㈱ケーブルメディアワイワイより寄付

　
10
月
16
日
、
有
限
会
社
ア
ズ
ー
ロ

(

髙
須
義
男
代
表
取
締
役)

か
ら
、
町

政
発
展
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
町

へ
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
で
は
、
髙
須
代
表
取
締
役

が｢

い
ろ
い
ろ
な
活
用
法
が
あ
る
と

思
う
が
、
有
効
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い｣

と
あ
い
さ
つ
。
町
長
は｢

国
内

外
の
観
光
客
の
誘
致
や
訪
れ
た
方
々

が
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
観
光
地
づ

く
り
な
ど
、
観
光
関
連
の
事
業
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す｣

と
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。

地域に根ざした取り組み
㈲アズーロより寄付

　
10
月
16
日
、
白
瀬
美
保
子
さ
ん

(

上
野)

が
、
車
い
す
１
台
を
町
に
寄

贈
し
ま
し
た
。

　
白
瀬
さ
ん
は｢

毎
年
１
台
を
目
標

に
、
１
年
間
、
元
気
に
働
く
こ
と
が

で
き
た｣

と
健
康
へ
の
感
謝
の
思
い

か
ら
、
本
年
で
６
台
目
と
な
る
車
い

す
１
台
を
町
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
町
長
は｢

こ
れ
ま
で
の
車
い
す
は
、

庁
舎
や
病
院
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場

で
活
用
。
こ
の
１
台
も
病
院
で
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す｣

と

お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

１年の健康に感謝
今年で６台目の車いすを寄贈

　
10
月
9
日
、
槵
觸
神
社(

後
藤
俊

彦
宮
司)

で
、
秋
季
大
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
午
前
中
に
神
事
が
執
り
行
わ
れ
、

午
後
か
ら
は
、
御
神
幸
が
高
千
穂
神

社
ま
で
の
往
復
を
練
り
歩
き
ま
し

た
。
今
年
は
、
４
年
ぶ
り
に
境
内
の

相
撲
場
で
奉
納
角
力
大
会
が
開
催
さ

れ
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
が
年
代
別

に
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
中
で

も
、
幼
児
に
よ
る
う
な
り
角
力
で
は
、

土
俵
に
上
が
る
前
か
ら
勝
負
あ
り
⁉

な
ど
、
観
客
を
和
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

角力や出店でにぎやかに
槵觸神社秋季大祭を斎行

たかちホッとニュース たかちほっとニュース



化学肥料低減定着対策事業
　肥料価格高騰対策事業の一環として、令和5年12月1日～令和６年1月31日の期間で、下記銘柄の値引き供給を
実施します。

※本事業は、「化学肥料の2割低減に向けた取組」を支援する事業です。
　値引き後価格での供給 (JA資材 )となります。
　対象肥料は、令和5年12月1日～令和6年1月31日の期間に購入されたものに限ります。

【問合せ先】
　西臼杵地域農業再生協議会（JA高千穂地区本所 総合企画課内）　☎ 82-2001
　高千穂町役場農林振興課　　　　　　　　　　　　　　　　　 ☎ 73-1208

西臼杵地域農業再生協議会からのお知らせ

国内資源活用肥料銘柄 値引額

満作 (粒 )　20㎏ 200 円

なたね油かす (粒 )　20㎏　経済連 200円

有機ヘルパー万能ペレット　20㎏ 200 円

低成分肥料銘柄 値引額
太陽のめぐ味 100円
キングダム683 100 円
果樹化成 168 100 円
新かぐら有機 100円
BB 新追肥 1号 100円

公民館長の紹介（敬称略）

令和５年度
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仁
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仁
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介
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三
田
井
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ヶ
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大
野
原
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川
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笹
の
戸

五
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寺

立
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久
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岸
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黒
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梠
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内

城

山

工
藤
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司
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文
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良
文
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髙
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司
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藤

益
雄

上

野

玄
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黒
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下
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東

下
野
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奥

鶴

馬

場

下
河
内

五
ケ
所

大

平

日

出

甲
斐

英
夫

興
梠

金
誓

飯
干

秀
德

甲
斐

米
光

戸
髙

安
則

甲
斐

清
俊

佐
藤

宣
義

佐
藤

則
義

佐
藤

公
也

佐
藤

定

上
押
方

下
押
方

片

内

山

附

三
原
尾
野

跡
取
川

芝
原
東

甲
斐

亀
男

坂
本

近
男

飯
干

徳
雄

興
梠

久
利

竹
林

房
美

飯
干

正
巳

飯
干

金
光

椎
屋
谷

丸
小
野

石

原

水
ヶ
崎

黒
仁
田

尾

狩

秋

元

芝
原
西

五
ヶ
村
西

五
ヶ
村
東

日

向

地
区
会
長

新
館
長

新新新新新

新新新新新新 新新

新

三
田
井
地
区

向
山
地
区

岩
戸
地
区

押
方
地
区

田
原
地
区

上
野
地
区

高千穂町公民館連絡協議会
会長　富髙康雄 岩戸地区会長　　※副会長は、他の５地区会長

正
調

第
40
回

全
国
大
会

9
月
30
日
、
高
千
穂
町
武
道
館
に
お
い
て
正

調
刈
干
切
唄
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か

ら
１
６
７
人
が
参
加
。
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
す
べ
く
、
力
強
く
伸
び
の
あ
る
歌
声
を
会

場
に
響
か
せ
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

　
興
梠
愛
さ
ん(

日
向
市)

こ
う
ろ
ぎ
　
あ
い

日
本
民
謡
協
会
長
賞

　
興
梠
愛
さ
ん
（
日
向
市
）

　
内
山
弘
さ
ん
（
川
南
町
）

男
性
成
年
の
部

　
優　
勝　
吉
野  

晃
聡　

   

大
分
県
日
田
市

　
準
優
勝　
三
井  

弘
信　

   

宮
崎
県
延
岡
市

　
第
３
位　
那
須  

正
彦　

   

宮
崎
県
椎
葉
村

　
敢
闘
賞　
樋
口  

義
宏　

   

宮
崎
県
日
向
市

男
性
塾
年
の
部

　
優　
勝　
内
山   

弘　

  　
宮
崎
県
川
南
町

　
準
優
勝　
甲
斐  

直
治   　
宮
崎
県
日
向
市

　
第
３
位　
寺
田  

美
利　

   

宮
崎
県
日
向
市

　
敢
闘
賞　
立
野  

康
秀　

   

大
分
県
大
分
市

男
性
高
年
の
部

　
優　
勝　
川
添  

雅
晴　

   

宮
崎
県
宮
崎
市

　
準
優
勝　
安
田  
周
平　

   

宮
崎
県
門
川
町

　
第
３
位　
木
田  
真
実　

   

宮
崎
県
日
向
市

　
敢
闘
賞　
園
田   
寛　

  　
大
分
県
大
分
市

女
性
成
年
の
部

　
優　
勝　
興
梠   

愛　

  　
宮
崎
県
日
向
市

　
準
優
勝　
梅
野  

リ
菜　

   

宮
崎
県
宮
崎
市

　
第
３
位　
小
田  

有
希
子   

宮
崎
県
日
向
市

　
敢
闘
賞　
飯
干  

好
美　

   

宮
崎
県
高
千
穂
町

女
性
塾
年
の
部

　
優　
勝　
小
野  

ケ
イ
子   

宮
崎
県
宮
崎
市

　
準
優
勝　
馬
場  

幸
子　

   

福
岡
県
八
女
市

　
第
３
位　
山
本  

節
子　

   

宮
崎
県
日
向
市

　
敢
闘
賞　
藤
﨑  

梅
代　

   

宮
崎
県
高
千
穂
町

女
性
高
年
の
部

　
優　
勝　
高
見  

春
代　

   

熊
本
県
大
津
町

　
準
優
勝　
末
光  

あ
け
み   

大
分
県
大
分
市

　
第
３
位　
西
川  

栄
子　

   

熊
本
県
熊
本
市

　
敢
闘
賞　
長
友  

君
子　

   

宮
崎
県
木
城
町

少
年
少
女(

低
学
年)

の
部

　
優　
勝　
佐
藤  

元
侍　

   

宮
崎
県
高
原
町

　
準
優
勝　
上
野  

凌
弥　

   

宮
崎
県
日
南
市

　
第
３
位　
吉
野  

貢
平　

   

大
分
県
日
田
市

少
年
少
女(

高
学
年)

の
部

　
優　
勝　
河
野  

万
結　

   

宮
崎
県
都
農
町

　
準
優
勝　
黒
原  

音
花　

   

宮
崎
県
日
南
市

　
第
３
位　
渡
邊   

凜　
　

  

宮
崎
県
日
南
市

　
敢
闘
賞　
飯
干  

彩
有　

   

宮
崎
県
高
千
穂
町

入
賞
者
（
氏
名
・
住
所
）※

敬
称
略

各部門優勝者のみなさんグランドチャンピオン  興梠愛さん
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【移転先候補地】

候補地1　高千穂温泉跡地
候補地2　高千穂小学校隣接地
候補地3　総合公園内
候補地4　折原グラウンド
候補地5　上野小・中学校校舎の活用

【5つの候補地】

①移転先候補地比較表について
②移転先候補地の選定方法について
③今後のスケジュールについて

第2回検討委員会実施日時等
実施日時：令和5年10月23日（月）15時～16時
会場：高千穂役場大会議室

第2回検討委員会　議題

　第2回検討委員会では、移転先候補地比較表を提
示し、立地環境、事業費用、通学環境などについて
メリット・デメリットを含めて意見交換を行いました。
　また、移転先候補地評価表を提案し、選定方法に
ついて確認をしました。
　第3回の検討委員会では、評価表の結果と委員か
らの意見を基に候補地を選定します。

第２回 「高千穂中学校移転新築検討委員会」 を開催しました

　検討委員会の進捗状況については、町広報紙等でお知らせしていきます。
会議録や資料等は町のホームページに掲載しています。

※候補地比較表はこちら
から確認できます。

※会議録等はこちらから
確認できます。

高千穂中

高千穂小

上野小中

役
場
・

高千穂高 文

文

文

文

①
②③

④

⑤

高千穂温泉跡地

高千穂小学校隣接地

折原グラウンド

上野小・中学校校舎

総合公園内

　上野中学校で、県キャリア教育支援センター主催
の（水永正憲センター長）の対話型キャリア教育プ
ログラム「ひなた場」が行われました。
　人生の先輩として、町内で働く13人を講師に迎え、
それぞれの人生グラフや人生紙芝居を用いて、これ
までの経験や体験を生徒らに語りました。
　２年の尾﨑李空さんは「あこがれの先輩の話が聞
け、同じような経験をしていた。話を聞いて、これま
での嫌な経験もいい経験だったと考えられるようにな
った。将来は保育士を目指してがんばりたい」と話し
ました。

ももあ

対話型キャリア教育プログラム
なた場 (公開授業 )
対話型キャリア教育プログラム
なた場 (公開授業 )

10/26

ひ
町商工会女性部(児嶋佐代子部長)の岩戸支部が岩
戸小学校を訪れ、5年生とEM菌活性液づくりを行
いました。この活動は10年以上前からの歴史があり、
山や川などの環境問題について知ってもらおうと毎年
行っているもので、プール清掃の前や家庭に持ち帰
って使用するなどしています。
　佐藤麗愛さんは｢環境にやさしく汚れも落ちやすく
など、たくさんの役割を持つものだと知った｣。工藤
穂宝さんは｢プールに使うと川や海へ流れ、世界に関
わってくるのですごいと思った。妹にもEM菌のことを
教えたい｣と話しました。

くれあ

ほたか

地球環境に優しい地球環境に優しい地球環境に優しい
菌活性液づくり菌活性液菌活性液づくり菌活性液づくり菌活性液づくりづくり

10/23

EM

　世界農業遺産高千穂郷・椎葉山地域活性化協議会
のジアスアンバサダーで、世界的アルピニストの野
口健さんが田原小学校をサプライズ訪問。児童と脱
穀体験などの交流を行いました。
　野口さんは、３人ずつのグループ１つ１つを回り、
声を掛けたり一緒に脱穀をするなどしました。体験後
は、車座になって山や環境問題の話、質疑応答など
で交流を深めました。

けん

サプライズゲスト
口健さんとの交流
サプライズゲスト
口健さんとの交流

10/23

野

宮崎牛のことを知ってもらい、食の安全・安心や食
への感謝の気持ちを学んでもらおうと、JA経済連な
どがつくる｢より良き宮崎牛づくり対策協議会｣が岩戸
小学校を訪れ、４年生を対象にモーモー教室を行いま
した。宮崎牛に関する基礎知識やトレーサビリティー
制度などについてＤＶＤを鑑賞。児童の質問に丁寧に
答えました。その後、肩ロースとモモ肉を食べ比べ、
味や食感などを確認しました。
　稲葉智也さんは｢牛は捨てるところがないことに驚
いた。おいしかったのでまた食べたい｣と話しました。

食育授業食育授業食育授業
ーモー教室ーモー教室ーモー教室

10/17

モ

田原小学校で、6月に植えたお米の収穫を行いま
した。
　地域の方や保護者の協力のもと、まずは、鎌を使
い全員で手刈りを開始。約半分の広さをあっという
間に刈り終えました。残りの一部は、5・6年生がバ
インダーを体験。みんなに見られ緊張しながらも、
上手に刈り取っていました。束ねた稲は、おいしいお
米になるよう全員で掛け干をし、作業を終えました。

掛け干しで自然乾燥掛け干しで自然乾燥掛け干しで自然乾燥
刈り体験刈り体験刈り体験

10/11

米

　上野小学校と中学校が、合同で文化発表会を行い
ました。
　伝統芸能として上野臼太鼓や棒術、神楽、エイサ
ーを発表。指導に訪れた地域の方たちや沖縄県豊見
城市とのつながり、伝統芸能の素晴らしさや受け継
いでいく大切さなどの学びとともに、その練習の成
果を披露しました。そのほか、作品展示、歌やダンス、
中学生全員による演劇と合唱を発表。休憩を利用し
た上野コマまわし軍団によるコマ回しのパフォーマン
スが行われ、会場を盛り上げていました。

上野小中学校
化発表会
上野小中学校
化発表会

10/7

文
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｢高千穂町文化協会｣の目的・活動

 　本町には、 町内の各文化活動団体で構成する｢高千穂町文化協会｣という任意団体があります。
今回は、 この「高千穂町文化協会」 について紹介します！

 　｢高千穂町文化協会｣は、 町内における文化団体相互の連絡協調を図り、 町民の融和と文化の向上に寄
与することを目的として組織、 活動しています。
　現在10の団体が加入しており、 加入団体の交流を兼ねた視察研修や加入団体の活動支援、 また協会主
催の発表会などを行っています。

「文化芸能発表会」を開催しました！
コロナ禍において、 芸術文化団体の発表の機会が減少したとともに、 団体の活動も

なかなかできない状況が続いていたため、 高千穂町文化協会主催の｢文化芸能発表
会｣を今年初めて開催しました。
（開催日： 令和５年10月14日（土）　／ 会場： 高千穂町休養村管理センター）
多くの方にご来場いただき、 日頃の練習の成果を披露することができました。

（発表会の様子は、11月24日から開催する｢たかちほハートフル作品展｣で上映します！）

一緒に活動してみませんか？！
   どの団体も一緒に活動していただける方を随時募集しています！　
参加したい団体・ 活動がありましたら、 事務局から各団体におつな
ぎしますので、 お気軽にお尋ねください♪
   また、 文化協会への新規加入団体も随時受け付けています。
入会を希望される団体がありましたら、 事務局までお尋ねください。

団　体　名 活動内容 会員数
(人 ) 団　体　名 活動内容 会員数

(人 )

高千穂俳句会 俳句教室 ８ 花柳紫峰会 日本舞踊 ７１ ６

I・M・C 音楽教室 ５ 穂髙会 日本舞踊 12２ ７

高千穂民謡保存会 民謡教室 10 高千穂青葉会 舞踊、レクダンス 10３ ８

小原流千穂会 生け花教室 ６ アートクラブ 絵画教室 10４ ９

日本詩吟学院岳風会
誠詠会高千穂支部 詩吟教室 ７ 高千穂さと神楽

保存会
神楽の魅力
発信活動 14５ 10

■高千穂町文化協会　加入団体（令和5年11月現在）

高千穂民謡保存会

高千穂青葉会

高千穂俳句会

小原流千穂会

日本詩吟学院岳風会
誠詠会高千穂支部

高千穂さと神楽保存会穂髙会

高千穂町文化協会事務局（高千穂町教育委員会内） ☎ 73-1205

～今月のテーマ～
「高千穂町文化協会」について紹介します！

　最後になりますが、町民の皆さまにお願いがあ
ります。現在、高千穂高校では大変ありがたいこ
とにボランティアや野菜の販売、出店依頼などを
多くいただいております。そこで、町民の皆さま
からの依頼を受け付けるフォームを制作させて
いただきました。高千穂高校のホームページから
アクセスすることができますので、ご依頼の際は
そちらをご利用いただければ幸いです。

　令和4年4月に着任してから、はや1年半。地域お
こし協力隊としての任期も残り半分となりました。
そこで、今回は改めて私の仕事内容についてご紹
介させていただきたいと思います。
　いつもこのコーナーでは高千穂高校ICTまちづ
くりLABO『T-LABO』の活用についてご報告させ
ていただいているので、今回はそれ以外の業務に
ついてご紹介します。
　私の役職名は「高千穂高校魅力向上コーディネ
ーター」です。
　高千穂高校に常駐し、教員でも生徒でもない外
部の立場から高校の魅力化に関する業務に携わっ
ています。「なんでも屋さん」のような立ち位置な
のでこれと言ってかっちりと決まった仕事がある訳
ではありませんが、今回は主に3つの業務をご紹介
させていただきます。
①広報業務のサポート
　学校案内パンフレット、ポスターのデザインやオ
ープンスクールの企画、SNSでの情報発信に携わ
っています。特に学校案内パンフレットとポスター
はこだわりを持って制作しており、中学生が読んだ
時に「いいな」と思ってもらうことを意識していま
す。高千穂高校の楽しそうな様子が少しでも伝わ
ればいいなという想いで制作しています。
②授業のサポート
　総合的な探究の時間のプログラム作成を行った
り、国内外の高校や大学とオンライン授業をする際
のICTサポートを行っています。探究の授業につい
ては先生方と何度も何度も話し合いを重ね、生徒
にとって将来につながる時間になるように努めて
います。
③地域と高校をつなぐ役割
　地域の大人と生徒をつなぐ仲介人のような役割
を担っています。西臼杵三町の行政からの依頼や
町民の皆さまからいただく生徒とのコラボレーショ
ン依頼の間に入り、調整業務を行っています。
　また、生徒や先生の要望を聞いて地域の人材を
高校に紹介したりもします。

改めて私の仕事内容をご紹介します

【学校案内パンフレット】

【依頼受付フォームはこちら】

高千穂町岩戸出身。
令和4年4月に着任。
総合政策課所属。
高千穂高校魅力向上コ
ーディネーターとして
高千穂高校に常駐し活
動中。主なミッション
は高千穂高校ICTまちづ
くりLABO『T-LABO』
の活用。好きなMCUは
「ワンダビジョン」。Kudo Takahiro

工藤　天裕



図書館から 本のお知らせ

シン・老人力
和田秀樹　著
世界基準に照らした医学的な方
法論だけでなく、30年にわたり、
6000人以上もの高齢者と向き合っ
てきた私の経験則に基づき、「シン・
老人力」をつけるための具体的な
方法を提案する１冊。

ラスト1行の四字熟語
たから しげる  著
　全25話のラスト1行は、必ず四字熟
語で締めくくられている。楽しみなが
ら四字熟語の意味や使い方が身につく
短編集。

おいしい旅　しあわせ編
大崎梢ほか  著／アミの会  編
　「はじめて編」「想い出編」に続
く第3弾。
　極上グルメとの出会いと旅なら
ではの様々な「幸せ」がたっぷり
詰まった実力派作家７名によるア
ンソロジー。

※

イ
ン
フ
ル
エ
ン
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等
の
影
響
に
よ
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閉
館

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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館

●
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〜
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10
時
〜
15
時
30
分

●
利
用
料　

無
料

☎
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９
８
２（
72
）４
５
１
１

𠮷村ヴィクトリアさんといっしょにみんなで
ハロウィンパーティー。
　絵本の読み聞かせのあと２組に分かれて、
オタマとホウキを使ったかぼちゃのボール運
び競走。子どもたちは、どこへ行くかはボー
ルに聞いて！！とマイペース。応援するお母さ
んのほうが一生懸命でした。
　ハロウィーンといえば「トリック・オア・ト
リート」。手作りのかわいい箱にお菓子を入
れてもらい、楽しい時間を過ごしました。

ハロウィンパーティー

10
27
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田
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俳句ってなぁに？
俳
句
の
決
ま
り

俳
句
は
、
五
・
七
・
五
の
定
型

詩
で
、
季
語
の
あ
る
詩
と
い
う
の

が
大
ま
か
な
定
義
で
す
が
、
五
・

七
・
五
で
は
な
い
リ
ズ
ム
の
「
自

由
律
俳
句
」
や
、
季
語
の
な
い
「
無

季
俳
句
」
と
呼
ば
れ
る
俳
句
も
あ

り
ま
す
。

俳
句
と
短
歌
、
そ
し
て
川
柳

短
歌
は
「
和
歌
」
の
一
種
。
長

歌
に
対
し
て
短
歌
と
呼
ば
れ
ま
し

た
が
、
最
も
広
く
親
し
ま
れ
た
た

め
、「
和
歌
」
と
い
え
ば
「
短
歌
」

の
こ
と
を
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

川
柳
は
、
俳
句
と
同
じ
一
七
音

で
で
き
て
い
ま
す
が
、季
語
や「
切

れ
字
」(

「
や
」「
か
な
」
と
い
っ

た
言
葉)

を
使
わ
ず
、
口
語
で
つ

く
ら
れ
、
こ
っ
け
い
な
表
現
が
多

い
の
が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※

参
考
図
書…

親
子
で
楽
し
む
こ
ど
も
俳
句
塾

(
大
高
翔
・
著
／
発
行
・
明
治
書
院
)

俳
句
の
決
ま
り
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11月の納期限
町県民　固定資産　軽自動車
国保　介護　後期高齢者
上（下）水道　簡易水道
下水道受益者負担金

￥

応援
ありがと

う

ございま
す

応援
ありがと

う

ございま
す

10月中の
事件（刑法犯） 件数　 1件
交通事故
人身事故　　件数　 2件
死　　者　　人数　 0人
負 傷 者　　人数　 2人
物損事故　　件数　 33件

10月中の寄付金
件数 264件
金額 550万6000円
令和5年度合計
件数 3, 339件
金額 7015万7000円

令和5年11月1日現在
※カッコ内は先月との比較
世帯 4,870戸 （ 5）
人口 11,045人 （ －11）
男 5,347人 （   －3）
女 5,698人 （   －8）
9月中の
転入 17人 転出 12人
出生　5人 死亡 21人

　旧商工会跡地でのイベント。
大トリの高千穂高校神楽保存会。
　高校生がスタッフとして活躍。
デザイン会議でもがんばってい
ます。小学生、中学生も跡地利
用についていろいろ考えてくれま
した。いよいよ方針が決まります。

📷

編

集

後

記

▼
今
年
は
、熊
の
出
没
が
相
次
ぎ
、目
撃
情
報
や

人
的
被
害
が
こ
れ
ま
で
に
な
い
ペ
ー
ス
と
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

10
月
、東
北
地
方
の
あ
る
町
で
、ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
が
駆
除
さ
れ
た
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。そ
の

後
、町
や
県
に「
な
ぜ
殺
し
た
」や「
か
わ
い
そ
う
」

な
ど
と
い
っ
た
ク
レ
ー
ム
の
電
話
や
メ
ー
ル
が
殺

到
し
、対
応
す
る
職
員
の
通
常
業
務
に
支
障
を
き

た
す
状
態
が
続
い
た
そ
う
で
す
。

　
さ
て
、駆
除
は
間
違
っ
て
い
た
の
か
？
ク
レ
ー

ム
を
い
っ
て
き
た
人
の
中
に
は
、熊
の
被
害
に
遭

わ
れ
た
方
は
き
っ
と
い
な
い
だ
ろ
う
し
、熊
の
習

性
や
恐
ろ
し
さ
を
知
ら
な
い
人
た
ち
の
感
情
論

だ
と
思
わ
れ
る
。本
来
、熊
は
臆
病
な
動
物
で
あ

り
、人
間
に
驚
い
た
り
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
な
ど
、身

の
危
険
や
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
襲
っ
て
く
る
も

の
だ
が
、近
年
、そ
の
前
提
が
崩
れ
て
き
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。エ
サ
に
な
る
ド
ン
グ
リ
の
不
作
だ

け
で
な
く
、山
の
荒
廃
、森
林
開
発
や
森
林
破
壊
、

ひ
い
て
は
、温
暖
化
原
因
が
あ
る
。そ
ん
な
中
、森

林
環
境
税
が
来
年
度
よ
り
課
税
さ
れ
ま
す（
ミ
）
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児童相談所
全 国 共 通
桁ダイヤル

児童虐待は社会全体で
解決すべき問題です。

虐待かも？と思ったらすぐに電話を

身体的虐待
殴る・蹴る・叩く・投げ落とす・激しく
揺さぶる・溺れさせる等
性的虐待
子どもへの性的行為・性的行為を見せる・
ポルノグラフィティの被写体にする等

心理的虐待
言葉による脅し・無視・兄弟間での差別
的扱い・家族に暴力をふるう等
ネグレクト
家に閉じ込める・食事を与えない・ひど
く不潔にする・病院に連れて行かない等

いち は やく

3

どんなことでも相談を　　
女性の人権ホットライン

　「女性の人権ホットライン」は、
配偶者やパートナーからの暴力、
職場等におけるセクシュアル・ハ
ラスメント、ストーカー行為とい
った女性をめぐる様々な人権問題
についての相談を法務局職員また
は人権擁護委員が相談をお受けし
ます。
受付 月曜日～金曜日(祝祭日、
年末年始の休日を除く。)
時間 8時30分～ 17時15分
0570-070-810(専用電話)

12 月 4日～ 10 日は「人権
週間」
1948年12月10日、国際連合の

第3回総会において、世界の全て
の人々と国々とが達成すべき共通
の基準として｢世界人権宣言｣が採
択され、この日を｢人権デー｣とし
ました。
　法務省及び全国人権擁護委員連
合会は｢人権デー｣と定められた12
月10日を最終週とする1週間(12月
4日から10日まで)を｢人権週間｣と
定め、この１週間を中心に一層積
極的な啓発活動を行い人権思想の
普及高揚を図るとともに、法務大
臣から委嘱された人権擁護委員
が、特設人権相談所を開設します。
日時　12月4日㈪10時~15時
場所　高千穂町役場 町民相談室
高千穂町役場 総務課

　73-1200
　0985-26-0238【人権相談専用
ダイヤル】※9時~17時(平日のみ)

放送大学
入学生募集のお知らせ
放送大学は、2024年4月入学

生を募集しています。
　放送大学は、国が設置した正規
の通信制大学で、教養学部と大学
院文化科学研究科を置いており、
教養学部では、4年以上の在学で、
所定の単位数を修得すれば「学士
（教養）」を取得することができま
す。また、大学院文化科学研究科
では、「修士(学術)」や「博士(学
術)」を取得することができます。
授業方法　３つのスタイルがあり、
BS放送やインターネットで視聴
する、講師から直接受ける授業が
あります。
授業科目 心理学・福祉・経済・
歴史・文学・情報・自然科学など、
300以上の幅広い授業科目があ
り、1科目から学ぶことができます。
授業料 放送授業1科目の授業料
は1万2000円。半年ごとに学ぶ
科目分だけ授業料を払うシステム
です。※入学金は別途必要
　全国にキャンパスにあたる学習
センターやサテライトスペースが
設置されており、面接授業(スクー
リング)の開講やサークル活動など
の学生交流も行われています。
資料請求　無料
出願期間　第1回　11月26日㈰~
令和6年2月29日㈭
第2回　令和6年3月1日㈮~12日㈫
放送大学宮崎学習センター

〒883-8510　
　日向市本町11-11
　0982-53-1893

第23回宮崎県障がい者スポ
ーツ大会出場者募集
障がいのある方が競技等を通

じ、スポーツの楽しさを体験する
とともに、県民の障がいに対する
理解を深め、障がい者の社会参加
の推進に寄与することを目的とし
た大会です。
日にち　令和6年5月12日㈰
開催場所　ひなた宮崎県総合運動
公園ほか
募集締切　令和6年1月12日㈮　
　高千穂町役場 福祉保険課
73-1202

2023 宮崎県ふるさと就職
説明会
ふるさと就職説明会を4年ぶり

に福岡と東京で開催します。
対象者 宮崎県内での就職を希望
される方(一般求職者)、2024年3
月に大学等卒業予定者。
※2025年3月以降、大学等卒業
見込みの方は企業を知る機会とし
てご参加いただけます。
日時 12月9日㈯ 13時～ 16時
場所 天神ビル10号会議室(福岡
市中央区天神２丁目１２－１)
参加企業 約20社
日時 12月17日㈰ 13時～ 16時
場所 東京交通会館カトレアB(千
代田区有楽町2丁目10-1）
参加企業 約25社
参加方法　無料※ただし申し込み
が必要です。詳しくはQRコードか
らご確認ください。
宮崎県雇用労働政策課
　0985-26-7105￥

10
月
22
日
、
町
総
合
公
園
に
て
、

高
千
穂
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会(

甲
斐
教
也

会
長)

主
催
の
第
29
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、
10
チ
ー
ム

１
４
５
人
が
参
加
。
N
Ｆ
Ｄ(

西
臼
杵

広
域
消
防
署)

が
、
昨
年
に
引
き
続
き

優
勝
。
大
会
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　問合わせ先　 申込み先
ⓘ インフォメーション



令和５年４月からごみの持ち込み方法が一部変わりました

★衛生センターへ直接持ち込みの場合も、集積所に出す場合と同じです。

★指定袋に収まらないものは原則として有料の粗大ごみになります。

適切に分別されていない場合やきちんと袋に収まっていない場合、
受取りをお断りすることがありますのでご注意ください。

・あき缶：「あき缶用」の指定袋使用
・あきびん：「あきびん用」の指定袋使用（茶色 /透明 / その他 ( 緑、青など ) の色ごとに分別）
・燃やさないごみ：「燃やさないごみ」の指定袋使用
・ペットボトル、プラ容器については従来どおり、市販の透明袋をご利用ください。
   半透明の袋は使えません。
・ダンボール・雑誌・新聞は、ヒモで十文字に縛ってください。

※料金などについては、西臼杵衛生センターにお問い合わせください。

指定袋の口をしっかり結んで持ち込んでください。

燃やすごみ 燃やさないごみ あきびん
※びん、缶はこの
袋では出せません。

あき缶
※吸い殻などはいれ
ないでください。

※色ごとに分けてく
ださい。

　袋から飛び出したり、口が結べないものは有料
の粗大ごみ扱いとなります。ただし、蛍光管、傘、
一升瓶に限っては、はみ出しても構いません。

お問い合わせ：西臼杵衛生センター　☎72ｰ2791

※2023 年 2月号に同内容を掲載しています。
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